
(57)【要約】

【課題】粉末コーヒーをそのままお湯に溶解して飲むこ

とができ、容器底部に不溶性固形物が残存せず、飲用時

にざらつき感のない粉末可溶性コーヒーの製造方法を提

供する。

【解決手段】焙煎コーヒー豆と水とを混合し、この焙煎

コーヒー豆をメジアン径３０μｍ以下に湿式粉砕し、得

られたコーヒー懸濁液を５５μｍ以下に分級し、その後

乾燥する粉末可溶性コーヒーの製造方法。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 と 水 と を 混 合 し 、 こ の 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 を メ ジ ア ン 径 ３ ０ μ ｍ 以 下 に 湿 式 粉
砕 し 、 得 ら れ た コ ー ヒ ー 懸 濁 液 を ５ ５ μ ｍ 以 下 に 分 級 し 、 そ の 後 乾 燥 す る 粉 末 可 溶 性 コ ー
ヒ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 湿 式 粉 砕 を 行 う 前 に 、 前 記 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 を 予 め 乾 式 粉 砕 ま た は 凍 結 粉 砕 を 行 い 、 メ
ジ ア ン 径 を １ ０ ０ μ ｍ 以 下 に す る 請 求 項 １ の 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 湿 式 粉 砕 を 、 径 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 球 形 ビ ー ズ を 混 在 さ せ て 粉 砕 す る と 共 に 、 前 記 分 級
を 、 篩 を 用 い て 行 う 請 求 項 １ 又 は ２ の 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 に 関 し 、 詳 し く は 、 粉 末 コ ー ヒ ー を そ の ま ま お
湯 な ど に 溶 解 し て 飲 む こ と が で き る 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 レ ギ ュ ラ ー コ ー ヒ ー は 、 生 豆 コ ー ヒ ー を 焙 煎 機 で 焙 煎 し 、 焙 煎 し た コ ー ヒ ー 豆 を ロ ー ル
状 の 粉 砕 機 な ど を 用 い て 粉 砕 し 粉 末 コ ー ヒ ー と な る 。 こ の 粉 末 コ ー ヒ ー に 熱 水 を 注 い で 抽
出 す る こ と に よ り 、 飲 用 す る 。 抽 出 器 具 と し て は 、 ペ ー パ ー フ ィ ル タ ー や サ イ フ ォ ン 、 パ
ー コ レ ー タ ー な ど が 用 い ら れ る が 、 ど の 器 具 も ろ 過 し た 抽 出 液 を 飲 む た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な レ ギ ュ ラ ー コ ー ヒ ー の 一 般 的 な 飲 用 に 対 し て 、 粉 末 コ ー ヒ ー を そ の ま ま お 湯
に 溶 解 し て 飲 む こ と の で き る レ ギ ュ ラ ー コ ー ヒ ー も 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば 、 焙 煎 コ ー ヒ
ー 豆 を 微 粉 砕 し 、 こ の 微 粉 末 コ ー ヒ ー を 抽 出 ろ 過 す る こ と な く 溶 解 し て 飲 用 に 供 す る よ う
に し た 発 明 が 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 発 明 は 、 焙 煎 し た コ ー ヒ ー 豆 を 湿 式 粉 砕 し 、 こ れ を 噴 霧 乾
燥 し て 微 粉 末 可 溶 性 の レ ギ ュ ラ ー コ ー ヒ ー を 得 る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ７ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 コ ー ヒ ー は 、 一 般 に 、 ろ 過 し て 飲 用 さ れ る た め 、 抽 出 液 中 に は 不 溶 性 固 形 分 は ほ と ん ど
存 在 し て お ら ず 、 従 っ て 、 コ ー ヒ ー 飲 用 時 に 、 容 器 の 底 部 に 沈 殿 物 が 残 存 す る こ と は 品 質
上 劣 る と さ れ る と こ ろ 、 上 記 従 来 技 術 の 方 法 は 、 容 器 の 底 部 に 少 な く な い 不 溶 性 沈 固 形 物
が 残 存 し 、 必 ず し も 品 質 上 好 ま し い も の で は な く 、 改 善 が 要 請 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 を デ ィ ス ク 式 、 衝 撃 式 、 ボ ー ル ミ ル 式 、 ジ ェ ッ ト 気 流 粉 砕 式 な ど
の 方 式 を 用 い て 、 よ り 一 層 微 粉 砕 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 こ れ ら の 方 式 を 用 い た と し て
も 、 コ ー ヒ ー 豆 に 含 ま れ る 油 分 が 分 離 し て 、 微 粉 砕 し た コ ー ヒ ー 粉 体 を 凝 集 さ せ 、 結 局 、
容 器 底 部 に 固 形 分 が 残 存 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 コ ー ヒ ー の 微 粉 末 化 に つ い て 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 微 細 化 し た 焙 煎 コ ー ヒ
ー 豆 を 湿 式 粉 砕 し 、 得 ら れ た 懸 濁 液 中 に 含 ま れ る ５ ０ μ ｍ 以 上 の 粒 子 を 湿 式 状 態 に て ろ 過
分 級 し 、 後 乾 燥 す る こ と に よ り 容 器 底 部 に 固 形 分 が 残 存 し 難 く な り 、 飲 用 時 に ざ ら つ き 感
を 消 失 さ せ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 点 に 鑑 み て 、 粉 末 コ ー ヒ ー を そ の
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ま ま お 湯 な ど に 溶 解 し て 飲 む こ と が で き 、 し か も 容 器 底 部 に 不 溶 性 固 形 物 が 残 存 せ ず 、 飲
用 時 に ざ ら つ き 感 の な い 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 は 、 各 請 求 項 記 載 の 発 明 に よ り 達 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 粉 末 可 溶
性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 の 特 徴 構 成 は 、 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 と 水 と を 混 合 し 、 こ の 焙 煎 コ ー ヒ ー
豆 を メ ジ ア ン 径 ３ ０ μ ｍ 以 下 に 湿 式 粉 砕 し 、 得 ら れ た コ ー ヒ ー 懸 濁 液 を ５ ５ μ ｍ 以 下 に 分
級 し 、 そ の 後 乾 燥 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 複 雑 で 面 倒 な 工 程 を 経 る こ と な く 、 溶 解 さ せ た 際 に 沈 殿 が 残 り 難 く
、 飲 用 し た 場 合 に は ザ ラ ツ キ 感 の 感 じ ら れ な い コ ー ヒ ー 飲 料 が 得 ら れ る 。 特 に 、 湿 式 粉 砕
を 採 用 し て い る の で 、 他 の 粉 砕 方 法 、 例 え ば デ ィ ス ク 式 粉 砕 法 、 衝 撃 式 粉 砕 法 、 ボ ー ル ミ
ル 法 、 ジ ェ ッ ト 気 流 法 な ど で 行 う 場 合 、 コ ー ヒ ー 豆 に 含 ま れ る 油 分 の 存 在 の た め 、 微 細 に
粉 砕 さ れ た 粒 子 間 に 凝 集 が 容 易 に 生 じ て 、 メ ジ ア ン 径 の 小 さ い 微 細 粉 末 が 得 ら れ な い の に
対 し て 、 本 発 明 に よ れ ば 確 実 に 微 細 粉 末 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 凍 結 粉 砕 法 に よ っ て
も 、 メ ジ ア ン 径 ５ ０ μ 以 下 に す る こ と は 一 般 に 困 難 で あ り 、 し か も 湿 式 粉 砕 に 比 べ て 、 粉
砕 処 理 コ ス ト が 高 く な る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の 場 合 、 湿 式 粉 砕 し た 後 、 分 級 す る よ う に
し て い る の で 、 粉 体 が 凝 集 す る こ と な く 、 微 細 な コ ー ヒ ー 粒 子 と し て 確 実 に 分 級 が で き 、
設 備 コ ス ト お よ び 粉 砕 処 理 コ ス ト が 安 価 に 済 み 、 メ ジ ア ン 径 の 小 さ い 微 細 な 粉 体 が 比 較 的
短 時 間 で 確 実 に 得 ら れ る た め 、 実 生 産 に 適 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 結 果 、 粉 末 コ ー ヒ ー を そ の ま ま お 湯 な ど に 溶 解 し て 飲 む こ と が で き 、 し か も 容 器 底
部 に 不 溶 性 固 形 物 が 残 存 せ ず 、 飲 用 時 に ざ ら つ き 感 の な い 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法
を 提 供 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 湿 式 粉 砕 を 行 う 前 に 、 前 記 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 を 予 め 乾 式 粉 砕 ま た は 凍 結 粉 砕 を 行 い 、
メ ジ ア ン 径 を １ ０ ０ μ ｍ 以 下 に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 湿 式 粉 砕 を 一 層 効 率 的 に 短 時 間 に 、 メ ジ ア ン 径 の 小 さ い 粒 径 の コ ー
ヒ ー 粒 子 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 湿 式 粉 砕 を 、 径 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 球 形 ビ ー ズ を 混 在 さ せ て 粉 砕 す る と 共 に 、 前 記 分
級 を 、 篩 を 用 い て 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 し た よ う に 、 湿 式 粉 砕 さ れ た 微 細 な コ ー ヒ ー 粉 末 を 篩 に よ り 分
級 す る の で 、 乾 式 の 状 態 で 分 級 す る 場 合 （ 粉 砕 時 に 溶 出 し た 油 分 に よ っ て 粒 子 が 互 い に 凝
集 す る ） に 比 べ て 、 粒 子 間 の 凝 集 を 生 じ る こ と が な く 、 メ ジ ア ン 径 の 小 さ い 粒 径 の コ ー ヒ
ー 粒 子 を 得 る の に 一 層 短 時 間 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明
す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ー ヒ ー
豆 を 常 法 に よ り 焙 煎 し て 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 を 製 造 す る （ ♯ １ ） 。 焙 煎 条 件 に つ い て は 、 特 に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 各 種 焙 煎 度 合 い に 応 じ た 焙 煎 が な さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 焙 煎 さ れ た コ ー ヒ ー 豆 は 、 湿 式 粉 砕 す る 前 に 、 予 備 処 理 と し て メ ジ ア ン 径 約 １ ０ ０ μ ｍ
以 下 程 度 に ま で 一 次 粉 砕 す る （ ♯ ２ ） 。 こ の 場 合 の 粉 砕 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 乾 式 、 湿 式 、 凍 結 粉 砕 な ど 各 種 の 粉 砕 方 法 を 採 用 で き る 。 こ の 予 備 処 理 は 、 必 ず し
も 必 要 で は な い が 、 次 工 程 で 行 う 湿 式 粉 砕 を 、 短 時 間 で 所 定 の 粒 径 に 効 率 よ く 行 う た め に
実 施 す る こ と が 望 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 次 粉 砕 し た 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 と 水 と を 混 合 し 、 メ ジ ア ン 径 ３ ０ μ ｍ 以 下 に 湿 式 に よ る 二
次 粉 砕 を 行 う （ ♯ ３ ） 。 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 を メ ジ ア ン 径 ３ ０ μ ｍ 以 下 に 粉 砕 す る に は 、 乾 式
あ る い は 凍 結 粉 砕 で は 実 生 産 レ ベ ル で の 処 理 は 難 し く 、 湿 式 粉 砕 す る こ と に よ り 初 め て 実
生 産 レ ベ ル で の 処 理 時 間 に 達 成 で き る 。 湿 式 粉 砕 は 、 粉 体 状 の 焙 煎 コ ー ヒ ー 豆 と 水 と の 比
率 を 、 １ ： ５ ～ １ ： ２ ０ の 範 囲 と な る よ う に し て 行 う こ と が 好 ま し い 。 焙 煎 コ ー ヒ ー 粉 と
水 の 比 率 を １ ： ５ か ら コ ー ヒ ー 粉 を 多 く す る と 、 湿 式 粉 砕 時 に 懸 濁 液 の 流 動 性 が 低 く な り
、 装 置 内 で つ ま り が 生 じ る な ど 、 操 業 上 の 支 障 を き た す お そ れ が あ る 。 逆 に 、 焙 煎 コ ー ヒ
ー 粉 と 水 の 比 率 を １ ： ２ ０ か ら 水 を 多 く す る と 、 粉 砕 処 理 効 率 が 低 く な っ て 好 ま し く な い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 湿 式 粉 砕 は 、 粒 径 ０ ． ３ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の ジ ル コ ニ ア 製 ビ ー ズ を 用 い て ビ ー ズ 式
粉 砕 を 採 用 す る こ と が 好 ま し い 。 粒 径 ０ ． ３ ｍ ｍ 未 満 の ジ ル コ ニ ア 製 ビ ー ズ を 用 い た 場 合
に は 、 所 定 粒 度 に ま で 粉 砕 す る の に 時 間 が か か り 、 粉 砕 効 率 が 低 く な り 、 粒 径 ０ ． ５ ｍ ｍ
を 越 え る ジ ル コ ニ ア 製 ビ ー ズ を 用 い た 場 合 に は 、 均 質 な 粒 度 に 粉 砕 す る ま で の 処 理 時 間 が
長 く か か る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 い で 、 得 ら れ た コ ー ヒ ー 懸 濁 液 を 目 開 き ５ ５ μ ｍ 以 下 の ス テ ン レ ス 製 あ る い い は 樹 脂
製 篩 を 用 い て 分 級 し （ ♯ ４ ） 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 の コ ー ヒ ー 粉 を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 飲 用
時 に 不 溶 性 の 固 形 分 を 取 り 除 き 、 ザ ラ ツ キ 感 を 確 実 に 無 く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 後 、 分 級 処 理 さ れ た コ ー ヒ ー 液 を 乾 燥 す る （ ♯ ５ ） 。 乾 燥 処 理 は 、 圧 力 ノ ズ ル あ る
い は 高 速 ア ト マ イ ザ を 備 え た 噴 霧 乾 燥 機 で 行 う と 、 微 細 な コ ー ヒ ー 粉 末 粒 子 が 得 ら れ る の
で 都 合 が よ く 、 ま た 凍 結 乾 燥 法 な ど に よ り 行 う 場 合 に 比 べ て 乾 燥 コ ス ト が 低 く 済 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た コ ー ヒ ー 粉 末 は 、 温 水 ま た は 冷 水 に 溶 解 ・ 分 散 さ せ て 、 沈 殿 が
ほ と ん ど な く 、 ザ ラ ツ キ 感 の な い コ ー ヒ ー 飲 料 と し て 供 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 よ り 具 体 的 に 実 施 例 を 説 明 す る 。
（ 実 施 例 １ ）
　 定 法 に て 焙 煎 （ 約 ２ ０ ０ ℃ 、 約 １ ０ 分 ） し た コ ー ヒ ー 豆 を 乾 式 粉 砕 機 に て メ ジ ア ン 径 ３
０ μ ｍ 程 度 に ま で 粉 砕 し た 。 得 ら れ た コ ー ヒ ー 粉 体 を イ オ ン 交 換 水 に て 粉 体 ： 水 ＝ １ ： １
０ の 比 率 で デ ィ ス パ ー サ ー （ Ｏ Ｍ Ｎ Ｉ 社 製 ） に て 約 １ ５ 分 間 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を 径 約 ０
． ５ ｍ ｍ の 球 形 ジ ル コ ニ ア ・ ビ ー ズ を ア イ メ ッ ク ス 社 製 粉 砕 機 （ ビ ー ズ ミ ル ） に 投 入 し 、
回 転 数 ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、 周 速 １ ０ ｍ ／ 秒 、 流 量 ２ ０ ０ ｍ Ｌ ／ 分 に て ４ 回 湿 式 粉 砕 し 、 メ ジ
ア ン 径 約 ２ ０ μ ｍ 以 下 程 度 に し た 。 粉 砕 さ れ た コ ー ヒ ー 粉 を 含 む 懸 濁 液 に 適 宜 加 水 し な が
ら 、 目 開 き ５ ３ μ ｍ の ス テ ン レ ス 製 篩 を 用 い て ろ 過 し 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 の コ ー ヒ ー 粉 を 分 級
除 去 し た 。 そ の 後 、 分 級 処 理 し た 懸 濁 液 を 高 速 ア ト マ イ ザ ー を 有 す る 噴 霧 乾 燥 機 （ Ｍ Ｏ Ｂ
Ｉ Ｌ Ｅ 　 Ｍ Ｉ Ｎ Ｏ Ｒ 　 ２ ０ ０ ０ Ｎ Ｉ Ｒ Ｏ 　 Ａ ／ Ｓ 社 製 ） を 用 い て 、 懸 濁 液 ス ラ リ ー 濃 度 ：
６ ． ５ ｗ ｔ ％ 、 導 入 温 度 ： ２ ８ ０ ± ５ ℃ 、 排 出 温 度 ： １ １ ０ ± ５ ℃ 、 ア ト マ イ ザ ー 供 給 圧
： ４ ０ ０ ｋ Ｐ ａ の 条 件 で 噴 霧 乾 燥 し 、 コ ー ヒ ー 粉 末 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 得 ら れ た コ ー ヒ ー 粉 末 に つ い て は 、 コ ー ヒ ー 粉 末 ２ ｇ を １ ４ ０ ｇ 溶 解 し て 沈 殿 状 態 を 目
視 で 観 察 す る と 共 に 、 粒 度 を レ ー ザ ー 回 折 ・ 散 乱 粒 子 径 測 定 装 置 （ 機 種 ： Ｌ Ａ ９ ２ ０ 湿 式
。 堀 場 製 作 所 製 ） を 用 い て 測 定 し た 。
（ 比 較 例 １ ）
　 実 施 例 １ と 同 様 の コ ー ヒ ー 豆 を 用 い て 同 様 の 条 件 で 焙 煎 し 、 予 め 予 備 粉 砕 す る こ と な く
、 イ オ ン 交 換 水 に て コ ー ヒ ー 粉 体 ： 水 ＝ １ ： １ ０ の 比 率 で 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を デ ィ ス ク
ミ ル （ 機 種 名 ： セ レ ン デ ィ ピ タ ー ミ ニ 。 増 幸 産 業 社 製 ） に て 、 ク リ ア ラ ン ス ４ ０ μ ｍ 、 デ
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ィ ス ク 回 転 数 ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、 焙 煎 コ ー ヒ ー 供 給 速 度 ： ０ ． ２ （ ｋ ｇ ／ 分 ） 、 水 の 供 給 速
度 ： ２ ４ Ｌ ／ 分 の 条 件 で 粉 砕 し 、 コ ー ヒ ー 粉 を 含 む 懸 濁 液 を 得 た 。 得 ら れ た 懸 濁 液 は 実 施
例 １ と 同 様 の 条 件 に て 噴 霧 乾 燥 し て 粉 末 化 し 、 実 施 例 １ と 同 様 に 熱 水 に 溶 解 し て 沈 殿 状 態
を 観 察 す る と 共 に 、 粒 度 分 布 を 測 定 し た 。
（ 比 較 例 ２ ）
　 実 施 例 １ と 同 様 の コ ー ヒ ー 豆 を 用 い て 同 様 の 条 件 で 焙 煎 し 、 予 備 粉 砕 と し て 、 実 施 例 １
と 同 様 に 乾 式 粉 砕 機 に て メ ジ ア ン 径 ３ ０ μ ｍ 程 度 に ま で 粉 砕 し た 。 得 ら れ た コ ー ヒ ー 粉 体
を 、 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 で デ ィ ス パ ー サ ー に て 混 合 し 、 こ の 混 合 物 を ビ ー ズ ミ ル に 投 入
し て ４ 回 湿 式 粉 砕 し 、 コ ー ヒ ー 粉 末 溶 液 を 得 た 。 た だ し 、 実 施 例 １ と は 異 な り 、 分 級 処 理
を し な か っ た 。 得 ら れ た 懸 濁 液 を 、 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 に て 噴 霧 乾 燥 し て 、 コ ー ヒ ー 粉
末 を 得 た 。 得 ら れ た 粉 末 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 熱 水 に 溶 解 し て 沈 殿 状 態 を 観 察 す る と 共 に
、 粒 度 分 布 を 測 定 し た 。
（ 比 較 例 ３ ）
　 実 施 例 １ と 同 様 の コ ー ヒ ー 豆 を 用 い て 同 様 の 条 件 で 焙 煎 し 、 予 備 粉 砕 と し て 焙 煎 し た コ
ー ヒ ー 豆 を 凍 結 粉 砕 機 （ リ キ ッ ド ガ ス 社 製 ） に よ り 、 － １ ３ ０ ℃ に て 凍 結 粉 砕 し 、 コ ー ヒ
ー 粉 末 を 得 た 。 得 ら れ た 粉 末 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 熱 水 に 溶 解 し て 沈 殿 状 態 を 観 察 す る と
共 に 、 粒 度 分 布 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 以 下 の 比 較 例 ６ ま で は 、 得 ら れ た 懸 濁 液 を 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 に て 噴 霧 乾 燥 し
て コ ー ヒ ー を 粉 末 化 し 、 実 施 例 １ と 同 様 に 熱 水 に 溶 解 し て 沈 殿 状 態 を 観 察 す る と 共 に 、 レ
ー ザ ー 回 折 ・ 散 乱 粒 子 径 測 定 装 置 （ 機 種 ： Ｌ Ａ ９ ２ ０ 湿 式 。 堀 場 製 作 所 製 ） を 用 い て 粒 度
分 布 を 測 定 し た 。
（ 比 較 例 ４ ）
　 実 施 例 １ と 同 様 の コ ー ヒ ー 豆 を 用 い て 同 様 の 条 件 で 焙 煎 し 、 焙 煎 し た コ ー ヒ ー 豆 を 凍 結
粉 砕 機 （ リ キ ッ ド ガ ス 社 製 ） に よ り 、 － １ ３ ０ ℃ に て 凍 結 し 粉 砕 し た 。 得 ら れ た コ ー ヒ ー
粉 体 を 、 イ オ ン 交 換 水 に て コ ー ヒ ー 粉 体 ： 水 ＝ １ ： １ ０ の 比 率 で 混 合 し 懸 濁 液 を 得 た 。 こ
の 懸 濁 液 を デ ィ ス パ ー サ ー に て 約 １ ５ 分 間 混 合 し 、 均 一 化 し た 懸 濁 液 に 適 宜 水 を 加 え な が
ら 、 目 開 き ５ ３ μ ｍ の ス テ ン レ ス 製 篩 を 用 い て ろ 過 し 、 コ ー ヒ ー 懸 濁 液 を 得 た 。
（ 比 較 例 ５ ）
　 実 施 例 １ と 同 様 の コ ー ヒ ー 豆 を 用 い て 同 様 の 条 件 で 焙 煎 し 、 比 較 例 ４ と 同 様 に 、 焙 煎 し
た コ ー ヒ ー 豆 を 凍 結 粉 砕 機 （ リ キ ッ ド ガ ス 社 製 ） に よ り 、 － １ ３ ０ ℃ に て 凍 結 し 粉 砕 し た
。 得 ら れ た コ ー ヒ ー 粉 体 を 、 イ オ ン 交 換 水 に て コ ー ヒ ー 粉 体 ： 水 ＝ １ ： １ ０ の 比 率 で 混 合
し 懸 濁 液 を 得 た 。 こ の 懸 濁 液 を デ ィ ス パ ー サ ー に て 約 １ ５ 分 間 混 合 し 、 均 一 化 し た 懸 濁 液
に 適 宜 水 を 加 え な が ら 、 目 開 き ７ ５ μ ｍ の ス テ ン レ ス 製 篩 を 用 い て ろ 過 し 、 コ ー ヒ ー 懸 濁
液 を 得 た 。
（ 比 較 例 ６ ）
　 実 施 例 １ と 同 様 の コ ー ヒ ー 豆 を 用 い て 同 様 の 条 件 で 焙 煎 し 、 比 較 例 ４ と 同 様 に 、 焙 煎 し
た コ ー ヒ ー 豆 を 凍 結 粉 砕 機 （ リ キ ッ ド ガ ス 社 製 ） に よ り 、 － １ ３ ０ ℃ に て 凍 結 し 粉 砕 し た
。 得 ら れ た コ ー ヒ ー 粉 体 を 、 イ オ ン 交 換 水 に て コ ー ヒ ー 粉 体 ： 水 ＝ １ ： １ ０ の 比 率 で 混 合
し 懸 濁 液 を 得 た 。 こ の 懸 濁 液 を デ ィ ス パ ー サ ー に て 約 １ ５ 分 間 混 合 し 、 均 一 化 し た 懸 濁 液
に 適 宜 水 を 加 え な が ら 、 目 開 き １ ０ ６ μ ｍ の ス テ ン レ ス 製 篩 を 用 い て ろ 過 し 、 コ ー ヒ ー 懸
濁 液 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 実 施 例 １ お よ び 比 較 例 １ ～ ６ の 工 程 の 内 、 主 た る 工 程 を 表 １ に 纏 め る と 共 に 、 得 ら
れ た コ ー ヒ ー 粉 末 の 粒 径 分 布 お よ び を 飲 用 に 供 し た 評 価 結 果 を 、 そ れ ぞ れ 表 ２ 、 ３ に 示 す
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ２ 、 ３ に 結 果 か ら 、 実 施 例 １ の 場 合 、 比 較 例 １ ～ ６ に 比 べ て 、 溶 解 時 の 沈 殿 は 極 め て
少 な く 、 飲 用 時 の ザ ラ ツ キ 感 も み ら れ ず 、 コ ー ヒ ー 飲 料 と し て 優 れ て い る こ と が わ か る 。
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そ の 場 合 、 湿 式 粉 砕 に よ り メ ジ ア ン 径 を ２ ０ μ ｍ 以 下 程 度 に ま で す る こ と （ 実 施 例 １ と 比
較 例 ４ の 対 比 ） と 、 ５ ５ μ ｍ 以 下 に ま で ろ 過 ・ 分 級 処 理 す る （ 実 施 例 １ と 比 較 例 ２ ， ４ ～
６ の 対 比 ） こ と を 共 に 行 う こ と が 効 果 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 粉 末 可 溶 性 コ ー ヒ ー の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト

【 図 １ 】
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